
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
　
「
ア
フ
」
　
の
用
字
に
つ
い
て

-
和
漢
混
清
文
と
の
比
較
か
ら
-

磯

　

　

貝

　

　

淳

　

一

は
じ
め
に

「
和
化
漢
文
」
と
総
称
さ
れ
る
資
料
に
は
'
古
記
録
を
は
じ
め
と
し

て
古
往
来
・
説
話
・
注
釈
書
等
'
様
々
な
内
容
を
持
つ
も
の
が
存
し
て

い
る
。
国
語
史
学
の
分
野
に
お
い
て
は
'
正
格
漢
文
と
は
異
な
る
和
化

漢
文
独
自
の
性
格
、
和
化
漢
文
の
用
語
・
用
字
等
の
史
的
変
遷
、
異
な

る
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
言
語
事
象
の
差
異
等
、
様
々
な
視
点
か
ら

日
本
語
文
と
し
て
の
和
化
漢
文
の
性
格
の
解
明
が
行
わ
れ
て
き
た
。
筆

者
は
'
特
に
和
化
漢
文
に
お
け
る
用
語
・
用
字
の
差
異
に
注
目
し
'
こ

れ
ら
の
記
述
を
行
い
、
言
語
事
象
と
資
料
と
の
相
関
性
を
考
え
よ
う
と

(
-
)

し
て
き
た
。
今
後
は
ヘ
音
醇
事
象
の
記
述
に
止
ま
ら
ず
、
用
語
・
用
字

の
差
異
を
成
立
さ
せ
る
要
因
に
つ
い
て
深
く
追
求
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

本
稿
は
、
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
字
を
手
掛
か
-
と
し
て
'
和
漢
混
清

文
と
の
比
較
を
行
な
い
へ
和
化
漢
文
内
部
か
ら
は
明
碓
に
L
が
た
い
用

字
の
差
異
の
問
題
に
つ
い
て
へ
そ
の
背
景
を
探
る
た
め
の
緒
を
見
出
そ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
字

調
査
対
象
と
し
た
和
化
漢
文
十
一
資
瞥
お
い
て
「
ア
フ
」
の
表
記

に
供
さ
れ
る
の
は
以
下
に
掲
げ
る
7
字
で
あ
s
-
各
表
記
の
用
法
に
着

(
*
)

目
し
つ
つ
そ
の
使
用
を
ま
と
め
る
。

[
値
]
全
1
5
例

八
達
会
)
人
等
に
出
会
い
あ
た
る

①
至
第
七
日
脱
衣
呪
日
、
若
可
値
父
之
死
骸
者
、
我
衣
可
没
江
中
'

(
注
好
選
・
上
2
1
オ
3
)

②
聖
語
不
達
'
刊
矧
矧
矧
川
、
早
退
本
国
伝
法
弘
道
、

(
大
日
本
国
法
華
経
験
紀
・
上
3
2
4
行
)

(
過
機
)
械
会
・
時
節
等
'
ま
た
艶
難
な
ど
好
ま
し
-
な
い
事
態
に
め



ぐ
り
あ
た
る

③
劃
風
樹
矧
、
摂
持
漸
々
修
行
臭
、
(
大
日
本
国
法
華
経
験
紀
・
上
3
6
8
行
)

④
即
摩
頂
誘
語
日
へ
汝
由
宿
業
へ
今
~
倒
矧
矧
へ(

探
軍
法
花
験
紀
・
下
1
 
3
オ
-
)

[
合
]
全
1
1
例

(
逢
会
)

⑤
時
二
猷
来
合
'
頓
服
相
見
へ
欲
王
事
、
　
　
(
注
好
遭
・
下
3
4
オ
3
)

⑥
陰
へ
民
部
卿
到
来
へ
矧
創
、
金
峯
精
進
初
日
道
虚
者

(
後
二
条
師
通
紀
・
寛
治
4
年
5
月
1
 
5
日
)

a

へ
合
致
)
複
数
の
も
の
が
一
つ
に
あ
わ
さ
る
'
一
致
す
る

⑦
半
錬
飛
来
、
蘇
規
所
束
へ
利
剣
矧
矧
矧
'
　
(
注
好
選
・
上
2
8
ウ
6
)

⑧
下
人
不
加
誠
之
間
、
矧
創
矧
、
結
着
雑
物
、(

高
山
寺
本
古
往
来
　
行
)

(
7
)

(
結
婚
)
男
女
(
雌
雄
)
　
が
結
び
付
-

⑨
僧
祇
律
云
、
昔
有
鳥
へ
創
~
「
観
交
通
令
生
子
、

(
注
好
遭
・
下
3
1
ウ
5
)

[
会
]
　
全
1
8
例

へ
逢
会
)

⑳
三
人
各
棄
郷
土
、
至
会
一
樹
之
下
へ
相
共
同
宿
也
、

(
注
好
適
・
上
1
8
ウ
2
)

⑬
左
大
臣
被
〔
来
〕
'
此
日
悩
重
へ
司
矧
判
叫
引
叫
、

(
御
堂
関
白
妃
・
寛
仁
2
年
間
4
月
2
7
日
)

(
遇
機
)

⑲
而
当
取
減
へ
残
日
不
幾
へ
暫
住
此
所
へ
習
軌
へ

(
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
下
9
0
5
行
)

[
相
]
　
全
1
例

(
過
機
)

⑬
従
今
日
御
仏
名
初
へ
勅
封
副
矧
叫
へ
被
行
耳
へ

(
御
堂
関
白
紀
・
寛
弘
4
年
1
 
2
月
1
 
4
旦

[
連
]
全
5
 
5
例

(
連
会
)

⑲
変
為
小
僧
'
立
於
樹
下
へ
叫
コ
矧
封
、

(
親
本
朝
往
生
伝
・
6
 
6
行
)

⑬
而
称
心
神
悩
不
達
'
仇
空
帰
也
'
人
臣
之
節

(
貞
倍
公
妃
・
天
慶
2
年
1
 
2
月
2
日
)

(
遇
機
)

⑲
悲
云
'
霊
山
釈
迦
へ
音
形
成
美
封
甜
封
へ
(
往
好
選
・
中
2
9
ウ
-
)

⑳
　
7
日
へ
矧
笥
m
葛
へ
予
間
先
賢
之
風
へ
　
　
(
婁
州
往
来
・
下
7
3
才
7
)

[
過
]
　
全
6
7
例

(
逢
会
)

⑲
聖
語
不
朽
へ
朝
潮
此
刃
矧
へ
我
所
披
開
法
門
、
授
与
日
本
阿
閤
梨
、

(
拾
遺
往
生
伝
・
上
3
3
9
行
)

⑲
新
欲
令
達
之
処
へ
社
過
敏
心
巧
目
之
者
'

(
遇
横
)

⑳
笥
矧
矧
第
六
十
五

⑳
今
年
来
へ
通
過
政
理
明
時
之
御
世
、

[
遭
]
全
1
 
3
例

(
遇
横
)

(
寒
川
往
来
・
下
6
 
6
ウ
9
)

(
注
好
選
・
上
2
 
2
ウ
-
)

(
高
山
寺
本
古
往
来
・
ば
行
)

⑳
此
時
運
九
年
之
洪
水
、
然
而
人
民
誇
不
菜
食
哉
、(

往
好
選
・
上
6
ウ
-
)
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⑳
茂
斎
内
親
王
(
娩
子
)
遭
兄
弟
(
代
明
親
王
)
喪
、

(
貞
倍
公
記
・
承
平
7
年
4
月
1
日
)

(
合
致
r

⑳
法
空
封
劃
叫
、
発
願
後
王
、
花
厳
寺
西
北
三
泉
院
前
林
中
、

(
探
軍
法
花
験
記
・
上
2
6
ウ
9
)

(柑)

へ
結
婚
)

⑳
楚
那
云
人
、
家
園
内
造
小
舎
、
居
嬬
母
養
育
、
帥
剰
矧
矧
矧
へ
目

送
年
序
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
往
好
適
・
上
3
4
オ
6
)

(=)

以
上
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
末
尾
に
付
し
た
表
1
で
あ
る
。
調
査

対
象
と
し
た
和
化
漢
文
で
は
動
詞
「
ア
フ
」
は
「
逢
会
」
「
遇
機
」
「
合

致
」
「
結
婚
」
を
表
す
用
法
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
表
記
と
し
て
「
値
」
「
合
」

「
骨
」
「
相
」
「
逢
」
「
遇
」
「
遭
」
の
7
字
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
4
種
の
用
法
の
内
「
合
致
」
「
結
婚
」
　
の
両
用
法
は
用
例
数
が
僅

少
で
あ
っ
て
、
各
資
料
を
通
じ
て
使
用
が
認
め
ら
れ
る
の
は
「
逢
会
」

「
過
機
」
　
の
2
種
で
あ
る
。
以
下
「
逢
会
し
「
遇
機
」
を
表
す
用
法
を

中
心
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

両
用
法
に
お
い
て
、
各
資
料
を
通
じ
て
使
用
が
多
-
認
め
ら
れ
る
の

は
「
逢
」
「
過
」
の
2
字
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
「
合
致
」
「
結

婚
」
　
の
両
用
法
が
全
-
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
両
字
は
「
逢
会
」

「
遇
機
」
に
偏
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
意
味
用
法
と
用
字

と
の
関
わ
り
を
見
る
と
、

連
=
「
逢
会
」
中
心
に
使
用
さ
れ
る

遇
-
「
逢
会
」
「
遇
機
」
両
用
法
に
使
用
さ
れ
る

と
い
う
大
凡
の
傾
向
性
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
高
山
寺

本
古
往
来
・
貞
信
公
記
の
よ
う
に
「
逢
-
逢
会
」
「
遇
=
遇
機
」
と
い

(ほ)

う
使
い
分
け
が
存
し
て
い
る
資
料
も
あ
る
。
但
し
へ
　
以
下
の
例
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
類
似
文
脈
に
お
け
る
「
逢
」
「
過
」
　
の
交
替
例
も
見
ら
れ

る
た
め
へ
和
化
漢
文
資
料
全
体
で
は
、
両
字
と
使
い
分
け
は
明
確
に
は

弁
別
し
難
い
場
合
が
多
い
。

⑳
未
魁
民
部
卿
来
臨
、
相
違
'
参
高
陽
院
之
由
、
相
語
へ

(
後
二
条
師
通
記
・
寛
治
7
年
1
月
2
3
日
)

⑳
衛
門
督
来
臨
、
矧
殿
下
参
御
斎
院
へ

(
後
二
条
師
通
紀
・
寛
治
7
年
4
月
2
9
日
)

⑳
大
師
延
暦
二
十
三
年
入
唐
、
撃
登
天
台
山
へ
風
潮
矧
矧
副
、
習
天

台
法
門
へ
　
(
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
大
日
本
固
法
華
経
験
記
・
巻
上
第
3
2
2
行
)

⑳
大
師
延
暦
廿
二
年
入
唐
、
畢
生
天
台
山
、
謝
喝
矧
利
矧
、
習
天
台(2)

法
門
、
　
　
　
　
　
(
其
福
寺
文
庫
本
大
日
本
国
法
華
経
験
記
の
同
文
箇
所
)

そ
の
他
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
用
法
と
の
関
係
は
大
凡

値
I
逢
会
・
遇
横
　
合
-
逢
会
・
合
致
　
会
-
逢
会
　
遭
-
遇
機

(
2
)

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

和
化
漢
文
に
お
い
て
は
'
「
ア
フ
　
(
逢
会
・
遇
機
)
」
の
表
記
と
し
て

「
逢
」
「
遇
」
両
字
を
中
心
的
に
使
用
し
、
資
料
に
よ
っ
て
他
の
漢
字

を
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
最
も
字
種
が
多

い
の
は
注
好
選
(
6
字
)
で
あ
る
。
次
い
で
大
日
本
国
法
華
経
験
記
(
5

字
)
、
探
要
法
花
験
記
・
拾
遺
往
生
伝
・
後
二
催
師
通
記
(
4
字
)
'
雲

州
往
来
・
貞
信
公
記
・
御
堂
関
白
記
(
3
字
)
、
日
本
往
生
極
楽
記
・

汁31



高
山
寺
本
古
往
来
(
2
字
)
、
続
本
朝
往
生
伝
(
-
辛
)
と
な
っ
た
。

以
上
の
検
討
か
ら
は
、
説
話
・
霊
験
記
類
に
使
用
字
種
が
多
い
と
い

う
大
凡
の
傾
向
は
指
摘
で
き
る
も
の
の
へ
用
例
数
が
少
な
い
こ
と
、
意

味
用
法
上
の
違
い
が
殆
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
差
異
が
何
を
示

す
の
か
と
い
う
点
は
明
ら
か
に
L
が
た
い
。

し
か
し
'
以
下
に
行
な
う
和
漢
混
清
文
の
調
査
結
果
と
比
較
を
行
う

こ
と
で
、
こ
れ
ら
和
化
漢
文
の
用
字
に
一
定
の
傾
向
性
が
見
出
せ
る
よ

う
に
思
う
。

二
、
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
字

和
漢
混
清
文
に
お
い
て
も
同
様
の
調
査
を
行
っ
た
。
対
象
と
し
た
の

(
2
)

は
6
資
料
。
各
資
料
に
お
け
る
表
記
と
用
法
の
関
係
を
ま
と
め
た
の
が

(
2
)

末
尾
の
表
2
表
S
で
あ
る
。

和
漢
混
清
文
で
は
'
全
体
的
に
は
仮
名
表
記
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

但
し
へ
今
昔
物
語
集
は
漢
字
表
記
中
心
で
あ
-
'
金
沢
文
庫
本
仏
教
説

話
集
も
他
と
比
較
す
る
と
漢
字
表
記
の
割
合
が
高
い
。

先
ず
は
へ
今
昔
物
語
集
以
外
の
和
漢
混
清
文
で
は
、
「
逢
会
」
「
遇
機
」

<
」
>

以
外
の
用
法
は
殆
ど
存
し
な
い
。
ま
た
、
表
記
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、

両
用
法
に
対
す
る
中
心
的
な
用
字
を
認
め
が
た
い
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
今
昔
物
語
集
は
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
。
表
3

よ
り
本
集
に
は
'
動
詞
「
ア
フ
」
に
対
し
て
、
8
種
の
表
記
が
な
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
以
下
、
各
表
記
の
用
法
と
合
わ
せ
て
使
用
を

概
観
す
る
。

[
値
]
全
甜
例

(
逢
会
)

①
便
、
此
ノ
教
'
開
テ
出
ア
行
ク
。
、
其
ノ
郡
ノ
御
谷
ノ
郷
。
1
人
ノ
乞
者
ノ
僧
働
ヘ
リ
。

(
巻
第
1
 
2
第
2
5
酷
)

(
遇
横
)

②
此
ノ
家
一
重
ナ
妻
'
勧
ノ
ナ
云
ク
へ
悌
ノ
出
世
l
ハ
社
矧
シ
、
経
法
ハ
杜
開
シ
0

(
巻
第
2
第
1
 
3
酷
)

③
忽
。
王
難
L
t
胤
ナ
既
.
衰
ノ
本
意
一
遍
も
　
　
　
　
　
(
巻
第
4
第
2
0
琶

[
会
】
全
_
腿
例

(
連
会
)

④
其
ノ
後
へ
沈
裕
'
親
シ
.
人
。
創
ナ
、
此
ノ
事
'
琴
へ
夢
ノ
験
有
王
事
'
願
フ
。

(
巻
第
9
第
1
 
6
昏
)

(
遇
機
)

⑤
外
洲
へ
行
'
間
、
途
中
㌢
忽
一
l
大
雨
。
創
'
。
　
　
　
(
巻
第
1
9
第
s
a
s
)

(
括
抗
)
同
じ
よ
う
な
程
度
に
並
ぶ

⑥
兵
具
'
調
へ
馬
。
乗
セ
ナ
へ
郎
等
二
三
十
人
具
㌢
者
㌢
下
㌢
'
創
フ
敵
元
.

者

㌢

有

ケ

毎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

巻

第

宗

憲

)

[
合
]
　
全
3
0
例

(
逢
会
)

⑦
其
レ
'
見
ナ
後
へ
其
ノ
手
ノ
主
。
創
㌣
思
三
誰
ト
不
知
矢
、
可
尋
キ
方
元
,
ナ
'

(
巻
第
1
0
第
8
舌
)

(
遇
機
)

⑧
其
'
食
=
シ
世
'
経
ル
程
。
'
世
ノ
中
一
査
物
督
失
セ
ナ
飢
渇
。
創
.
t
。
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(
巻
第
3
第
1
3
話
)

〈
合
致
〉

⑨
若
シ
、
我
レ
'
他
ノ
女
。
斐
パ
'
我
が
半
ノ
鏡
必
ズ
飛
ビ
来
ナ
'
汝
が
鏡
。
可
創
シ
.

(
巻
第
1
0
第
1
9
話
)

(
括
抗
)

⑲
急
ギ
下
ナ
有
ケ
空
、
将
門
が
威
勢
。
可
創
芸
非
ザ
レ
パ
'
本
意
'
否
不
達
ナ
隠
レ
ナ

国
嘉
ケ
り
㌣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
薯
宗
I
d
)

(魔)

⑳
合
ナ
後
へ
　
日
来
通
フ
。
、
男
、
女
ノ
実
見
'
見
ナ
'
難
去
ク
労
'
タ
思
ナ
'
万
'

語
三
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
巻
第
1
6
第
2
1
活
)

[
過
]
　
全
1
 
7
例

(
逢
会
)

⑬
欺
人
、
其
ノ
語
'
得
ナ
山
。
行
ナ
沙
門
。
矧
ナ
云
タ
へ
　
　
(
巻
第
2
第
3
2
話
)

(
遇
機
)

⑲
悌
法
。
ハ
乍
鳳
、
邪
見
ノ
子
ノ
為
。
被
殺
け
:
o
　
　
　
(
巻
第
3
第
2
7
話
)

[
相
]
　
全
2
例

(
連
会
)

⑳
汝
ヂ
善
根
ノ
因
縁
有
ナ
我
。
矧
7
'
彼
ノ
医
師
一
題
ナ
苦
ピ
'
済
ナ
不
死
サ
ル
事
'

得
"
人
ノ
如
也
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
巻
第
1
第
1
8
活
)

[
逢
]
全
-
例

(
逢
会
)

⑮
宮
人
.
I
矧
ナ
云
ク
へ
此
レ
'
華
洲
ノ
張
ノ
法
義
也
。

[
遭
]
全
-
例

(
巻
第
7
第
4
 
8
富
)

(
遇
横
)

⑲
女
ノ
思
バ
ク
、
我
レ
何
ナ
″
罪
'
作
ナ
、
日
来
ノ
間
重
キ
禍
厄
。
漸
ナ
死
ナ
蘇
'
台

(
巷
第
2
第
3
 
1
鰭
)

(初)

[
仮
名
表
記
】
全
2
例

へ
逢
会
)

⑩
ス
ル
ガ
ナ
ル
ウ
ツ
ノ
山
ベ
ノ
ウ
ツ
、
ニ
モ
ユ
メ
ニ
モ
人
こ
ア
ハ
ヌ

ナ
リ
ケ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
巷
姉
2
4
第
3
5
括
)

⑩
シ
デ
ノ
山
コ
ヱ
ヌ
ル
人
ノ
ワ
ビ
シ
キ
ハ
コ
ヒ
シ
キ
人
。
列
月
利
ナ
リ

ケ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
巻
第
2
7
第
2
5
話
)

「
合
」
に
お
け
る
　
[
桔
抗
]
　
[
合
致
]
　
[
結
婚
]
　
や
、
「
会
」
に
お
け

る
　
[
措
抗
]
　
の
よ
う
な
用
法
を
持
つ
も
の
も
あ
る
が
'
そ
れ
は
少
数
の

用
例
を
認
め
る
に
止
ま
る
。
大
部
分
は
[
l
連
会
]
　
[
遇
機
]
　
に
お
い
て

重
な
-
を
見
せ
る
も
の
で
あ
り
'
用
例
の
大
部
分
が
こ
の
用
法
と
な
っ

て
い
る
6
ま
た
へ
こ
れ
ら
二
つ
の
用
法
の
別
も
、
用
例
数
が
僅
少
で
あ

る
「
相
」
「
連
」
「
相
」
「
仮
名
」
を
除
い
て
は
'
各
字
相
互
に
現
れ
て

(
3
)

お
り
特
定
の
漢
字
と
専
用
に
結
び
付
い
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

少
な
-
と
も
[
逢
会
]
　
[
遇
機
]
　
の
用
法
に
お
い
て
'
「
億
」
「
会
」
「
合
」

「
過
」
の
四
字
は
'
類
似
の
使
用
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

巻
毎
に
お
け
る
各
表
記
の
使
用
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
。億

　
ほ
ぼ
全
巻
に
捗
っ
て
使
用
さ
れ
、
用
例
数
が
最
も
多
い
.
.
本
集

に
お
け
る
中
心
的
用
字
で
あ
る
。
但
し
へ
用
例
数
は
特
に
天

竺
・
麗
旦
及
び
本
朝
仏
法
部
に
多
く
認
め
ら
れ
る
。
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会
　
ほ
ぼ
全
巻
に
捗
っ
て
使
用
さ
れ
る
。

合
　
巻
に
よ
っ
て
用
例
の
有
無
が
存
す
る
も
の
の
'
説
話
部
毎
の
使

用
に
偏
り
は
無
い
。

遇
　
天
竺
・
康
旦
部
に
の
み
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

相
　
天
竺
部
に
の
み
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

逢
　
震
旦
部
に
の
み
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

遭
　
天
竺
部
に
の
み
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

各
表
記
の
あ
ら
わ
れ
方
が
巻
に
よ
り
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
の

用
法
と
表
記
と
の
結
び
付
き
の
問
題
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の

7
字
は
用
法
に
よ
る
書
き
分
け
を
分
担
す
る
も
の
で
は
な
-
'
他
の
何

ら
か
の
要
因
を
背
景
と
し
て
共
存
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
、
用
字
の
分
布
は
有
意
の
も
の
と
捉
え
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

1
般
的
に
本
集
は
'
天
竺
・
震
旦
部
が
漢
文
訓
読
文
体
の
、
本
朝
仏
法

部
は
変
体
漠
文
体
の
'
本
朝
世
俗
部
は
和
文
体
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る

(ヱ)

と
さ
れ
る
。
こ
の
解
釈
が
用
字
法
の
問
題
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
「
遇
」
「
相
」
「
逢
」
「
遭
」
の
各
字
は
、
漢
文
訓
読
文
体
の
影
響

を
受
け
た
部
分
に
見
ら
れ
、
「
値
」
「
会
」
「
合
」
各
字
は
'
文
体
上
の

差
異
と
は
関
係
な
く
全
巻
に
捗
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。し

か
し
、
本
集
の
用
例
を
よ
り
詳
細
に
確
認
す
る
と
'
巻
に
よ
っ
て

使
用
に
偏
り
の
存
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
「
億
」
に
つ
い
て
、
当

該
字
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
全
巻
に
捗
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

の
へ
本
朝
世
俗
部
に
お
い
て
顕
著
に
そ
の
使
用
を
異
に
す
る
こ
と
が
分

か
る
。
つ
ま
り
'
そ
れ
ま
で
天
竺
部
か
ら
本
朝
仏
法
部
に
お
い
て
は
、

地
の
文
或
い
は
会
話
文
と
い
っ
た
説
活
部
分
で
の
使
用
が
殆
ど
で
あ
っ

た
も
の
が
、
巻
二
十
二
以
降
に
お
い
て
は
馴
%
が
説
括
櫨
で
の
使
用
と

な
っ
て
い
る
。

○
阿
蘇
史
、
値
盗
人
謀
遁
語
第
十
六
　
　
　
　
　
(
巻
第
2
8
第
1
 
6
酷
)

○
右
少
弁
師
家
朝
臣
へ
値
女
死
語
第
七
　
　
　
　
(
巻
第
3
 
1
第
7
話
)

「
値
」
は
本
集
に
お
い
て
'
長
も
用
例
が
多
い
点
か
ら
は
中
心
的
な

用
字
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
本
朝
世
俗
部
に
お
い
て
使
用
の

偏
-
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
部
で
使
用
率
が
高
い
の
は
、

漢
字
専
用
表
記
が
為
さ
れ
る
題
目
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

本
文
は
漢
字
片
仮
名
交
り
の
表
記
を
用
い
て
お
-
'
こ
こ
に
は
「
値
」

以
外
の
漢
字
の
使
用
が
多
-
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
'
「
催
」
は
基
本

的
に
天
竺
・
果
旦
・
本
朝
仏
法
の
各
部
(
漢
文
訓
読
文
体
・
変
体
漠
文

体
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
巻
)
　
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
字
で
あ

り
'
本
朝
世
俗
部
(
和
文
体
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
巻
)
　
に
お

い
て
は
題
目
で
の
使
用
が
中
心
的
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
へ
本
集
の
「
ア
フ
」
の
用
字
は
'
数
の
上
で
は
「
値
」
が
中
心

的
へ
巻
に
偏
り
無
-
使
用
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
「
会
」
が

中
心
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

調
査
を
行
っ
た
和
漢
混
清
文
で
は
'
今
昔
物
語
集
と
は
異
な
-
、
全

体
的
に
仮
名
表
記
中
心
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
ま
た
、
漢
字
の
使
用

を
見
て
も
'
中
心
的
使
用
と
認
め
ら
れ
る
漢
字
が
今
昔
物
語
集
と
重
な

る
の
は
'
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
の
み
で
あ
る
。
仏
教
説
話
集
は
'

今
昔
物
語
集
と
類
似
の
用
字
の
傾
向
を
示
し
、
「
億
」
の
用
例
数
が
最



も
多
く
、
「
会
」
「
遇
」
「
遭
」
　
の
使
用
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
観
智

院
補
三
宝
絵
詞
に
も
-
例
で
は
あ
る
が
「
催
」
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

三
、
和
化
漢
文
と
和
漢
混
清
文
と
の
比
較

「
ア
フ
」
の
用
字
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
、
和

化
漢
文
と
和
漢
混
清
文
と
の
比
較
を
行
う
と
'
以
下
の
点
が
明
ら
か
と

な
る
。

①
和
化
漢
文
で
は
、
7
種
の
表
記
が
存
す
る
内
、
全
体
を
通
じ
て
中
心

的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
は
「
連
」
「
過
」
の
2
字
で
あ
-
、
「
連
」

「
遇
」
の
用
法
を
主
と
し
て
担
う
。

②
和
漢
混
清
文
で
は
、
仮
名
表
記
が
多
-
を
占
め
へ
中
心
的
な
用
法
で

あ
る
「
逢
会
」
「
遇
積
」
に
対
す
る
主
要
な
漢
字
表
記
を
認
め
が
た

い
。
但
し
へ
今
昔
物
語
集
・
仏
教
説
話
集
は
漢
字
表
記
の
割
合
が
高

③
今
昔
物
語
集
・
仏
教
説
話
集
で
は
「
値
」
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、

和
化
漢
文
に
お
い
て
中
心
的
で
あ
っ
た
「
連
」
は
和
漢
混
清
文
全
体

に
お
い
て
も
殆
ど
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

さ
て
、
こ
の
内
③
に
つ
い
て
、
調
査
資
料
の
内
、
「
値
」
を
使
用
す

る
の
は
'
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
・
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
・
今
昔
物

語
集
・
注
好
運
・
探
要
法
花
験
記
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
拾
遺
往

生
伝
の
各
資
料
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
何
れ
も
仏
教
に
関
わ
る
説
話
・

(q)

霊
験
記
類
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
和
化
漢
文
で
は
'
古
記
録
を

中
心
と
す
る
俗
家
の
文
章
に
は
「
債
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

こ
れ
は
へ
表
記
主
体
・
文
章
内
容
・
用
字
法
間
の
相
関
性
の
一
端
が
現

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
和
化
漢
文
・
和
漢
混
清
文
で
は

「
ア
フ
」
の
表
記
に
使
用
す
る
主
た
る
漢
字
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
こ
の
こ
と
は
両
文
体
範
噂
の
用
字
法
の
違
い
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
催
」
の
使
用
状
況
か
ら
は
「
仏
教
に
関
わ

る
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
」
と
い
う
文
体
範
噂
を
超
え
た
共

通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
よ
-
深
-
追
求
す
る
た
め
に
は
'
比

較
に
供
す
る
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
偏
り
を
無
-
し
、
俗
家
に
お
け
る
古
記

録
の
よ
う
な
日
常
実
用
文
を
、
仏
家
の
側
で
も
調
査
し
比
較
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
現
段
階
で
は
、
比
較
的
近
い
ジ
ャ
ン
ル
の
霊
験
記

と
往
生
伝
の
様
相
か
ら
差
異
の
存
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
留
め

る
。
類
話
を
収
載
す
る
大
日
本
国
法
華
経
験
記
と
拾
遺
往
生
伝
に
お
い

て
'
次
の
よ
う
な
同
一
文
脈
内
で
の
用
字
の
差
異
が
存
す
る
。

○
聖
語
不
達
へ
今
億
沙
門
、
早
通
本
国
伝
法
弘
道
、

(
大
日
本
国
法
華
経
験
紀
・
上
3
2
4
行
)

○
聖
語
不
朽
へ
剖
珊
瑚
刃
矧
、
我
所
披
聞
法
門
へ
授
与
日
本
阿
閣
梨
へ

(
拾
遺
往
生
伝
・
上
3
3
9
行
)

仏
家
が
表
記
主
体
で
あ
る
大
日
本
国
法
華
経
験
記
で
は
「
値
」
が
用

い
ら
れ
'
俗
家
が
表
記
主
体
で
あ
る
拾
遺
往
生
伝
で
は
「
過
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

和
化
漢
文
の
仏
教
説
話
・
霊
験
記
の
資
料
と
和
漢
混
清
文
の
今
昔
物

語
集
・
仏
教
説
話
集
と
が
「
ア
フ
」
の
表
記
に
「
値
」
を
使
用
す
る
点

に
お
い
て
共
通
性
が
認
め
ら
れ
、
特
に
和
化
漢
文
に
お
け
る
検
討
か
ら
、

当
該
字
は
仏
家
が
深
く
関
わ
る
文
章
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
性
が
あ
る
こ

J
1
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(
2
4
)

と
が
分
か
っ
た
。

む
す
び

動
詞
「
ア
フ
」
の
用
字
に
つ
い
て
へ
和
化
漢
文
と
和
漢
混
清
文
と
の

比
較
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、
両
者
の
共
通
性
と
差
異
性
の
整
理
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
'
和
化
漢
文
・
和
漢
混
清
文
共
に
「
値
」
「
合
」
「
会
」

「
相
」
「
逢
」
「
遇
」
「
達
し
と
い
う
7
種
の
表
記
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
持
ち
な
が
ら
も
へ
資
料
に
よ
っ
て
選
択
の
幅
(
用
字
の
種
類
)
　
が
異

な
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
「
値
」
に
つ
い
て
は
、

①
仏
教
説
話
・
霊
験
記
の
和
化
漢
文
を
中
心
に
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

②
和
漢
混
清
文
で
は
、
他
と
異
な
る
様
相
を
見
せ
る
今
昔
物
語
集
・
金

t乃)

沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
の
用
字
と
①
に
掲
げ
た
和
化
漢
文
の
用
字
と

の
共
通
性
が
当
該
字
の
使
用
か
ら
窺
え
る
。

③
和
化
漢
文
・
和
漢
混
清
文
と
い
う
異
な
る
文
体
範
時
に
お
い
て
'
そ

れ
ぞ
れ
が
内
包
す
る
文
章
群
を
分
類
す
る
共
通
の
指
標
を
設
定
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
両
者
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
可
能
性
が
存
す

る
。

今
後
は
、
和
化
漢
文
・
和
漢
混
清
文
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
指
標
と
な

る
言
語
事
象
を
加
え
て
両
者
内
部
の
言
語
事
象
に
基
づ
-
文
章
辞
の
体

系
化
を
行
い
へ
　
両
文
体
範
噂
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
実
態
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

川
拙
稿
「
平
安
時
代
後
半
期
の
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
疑
問
助
字

の
用
法
-
表
記
主
体
の
社
会
的
属
性
の
違
い
に
関
わ
る
用
字
法
の
差

異
に
つ
い
て
1
」
(
「
国
文
学
致
」
第
一
五
七
号
、
一
九
九
八
年
三
月
)

等
脚
使
用
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
0
本
文
の
引
用
に
際
し
て
、
特
に

必
要
と
な
る
場
合
以
外
は
'
本
文
に
付
さ
れ
た
訓
点
等
は
省
略
し
た
。

ま
た
解
釈
に
資
す
る
た
め
私
に
読
点
を
施
し
た
。
○
注
好
選
　
(
r
古

代
説
話
集
注
好
選
(
原
本
影
印
井
釈
文
)
)
)
○
探
要
法
花
験
記
(
r
醍

醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
)
)
　
○
大
日
本
国
法
華
経
験
記
(
r
大
日
本
国

法
花
経
験
記
校
本
・
索
引
と
研
究
J
)
　
○
日
本
往
生
極
楽
記
(
r
天
理

図
書
館
善
本
叢
書
平
安
詩
文
残
篇
)
)
○
続
本
朝
往
生
伝
(
r
平
安
朝

往
生
伝
集
]
青
陵
部
)
　
○
拾
遺
往
生
伝
(
日
本
思
想
大
系
r
往
生
伝

法
華
験
記
し
)
○
高
山
寺
本
古
往
来
(
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
r
高

山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
L
)
○
雲
州
往
来
(
r
雲
州
往
来
享
禄
本
研

究
と
総
索
引
]
本
文
研
究
篇
)
　
○
貞
信
公
記
　
(
大
日
本
古
記
録
r
貞

信
公
記
)
)
○
御
堂
関
白
記
(
r
陽
明
文
庫
蔵
本
御
堂
関
白
記
自
筆
本

総
索
引
』
　
(
一
)
)
　
○
後
二
候
師
通
記
(
大
日
本
古
記
録
r
後
二
催
師

通
記
]
)

㈹
各
字
は
、
前
田
本
色
葉
字
類
抄
・
観
智
院
本
類
宋
名
義
抄
に
お
い

て
、

＼
　
　
　
/
&
是
か
良
民
&
霊
か
差
　
　
　
＼

骨
,
7
/
弄
反
遇
　
相
　
逢
　
値
　
野
軌
道
　
　
(
c
o
字
省
略
)
巳
上
告

前
田
本
色
薬
字
類
抄
・
巻
下
3
4
オ
3
)

*
「
合
」
は
名
字
門
「
ア
フ
」
の
項
(
巷
下
42
オ
2
)
に
掲
載



値
直
串
反
　
ア
(
上
)
タ
(
上
)
ル
(
早
)
/
雲
バ
リ
　
ア
ツ
未
チ

(
観
智
院
本
類
東
名
義
抄
・
悌
上
2
5
4
)

曾
戸
外
妄
濁
)
反
召
ミ
ル
　
ム
カ
フ
/
カ
(
∫
)
ナ
(
上
)
ラ
ス
　
カ
(
平
)
ナ
(
辛
)
7

7
ツ
マ
ル
　
ハ
ム
/
ヒ
タ
(
早
)
メ
(
早
)
　
タ
(
上
)
マ
(
上
)
く
/
禾
ヱ
(
平
)

(
同
右
・
僧
中
2
1
)

合
胡
(
E
H
答
(
人
)
反
ア
(
辛
)
ハ
至
セ
(
上
)
チ
(
上
)
　
カ
(
平
)
ナ
(
早
)
フ
(
上
)
　
へ
(
上
浦
)
シ
(
上

r
i
(
上
)
ソ
(
上
濁
)
ル
　
ハ
カ
ル
　
7
ツ
マ
ル
　
ヤ
バ
ラ
カ
ナ
リ
/
当
い
司
又
l
即

(
同
右
・
僧
中
1
3
)

遇
　
⊥
寓
(
去
濁
)
　
曇
勇
コ
莞
い
司
タ
マ
く
　
タ
マ
サ
カ
ニ
ス
ク
ル
/
ワ
ッ
カ
ニ
カ
ヘ
リ
ミ
ル

オ
モ
フ
ク
　
マ
イ
ル
　
未
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
同
右
・
悌
上
5
7
2
)

相
先
高
反
　
タ
ス
タ
　
ミ
ル
　
ツ
ナ
シ
ロ
　
コ
モ
く
　
ミ
チ
ヒ
ク
雲
ハ
り
　
タ
カ
ヒ
こ
/
マ
(
上
)

i
=
L
<

サ
(
上
)
リ
(
上
)
カ
ホ
　
マ
コ
ー
　
キ
ク
　
甘
サ
ウ
　
カ
タ
チ
　
又
平
　
未
サ
∨
ウ

(
同
右
・
備
中
」
*
・
)

相
当
弼
コ
莞
い
司
　
t
t
(
上
)
ル
-
(
早
)
ル
(
平
)
　
カ
(
上
)
タ
(
上
首
/
タ
(
早
)
カ
(
上
濁
)
と
ニ

ー
ヲ
シ
　
バ
ケ
ム
/
ー
7
ラ
フ
　
イ
7
　
ヲ
サ
ム
　
ハ
カ
ル
　
タ
カ
シ
　
マ
サ
/
ス
ケ
　
ミ
チ
ビ
ケ

ツ
(
早
)
チ
(
早
)
シ
(
辛
)
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
同
右
・
悌
下
本
S
<
N
I
)

逢
扶
恭
反
/
ヨ
バ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
同
右
・
悌
上
8
ォ
)

遭
　
」
格
(
平
)
/
召
コ
莞
い
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
同
右
・
悌
上
t
o
l
-
*
)

の
よ
う
に
和
訓
「
ア
フ
」
と
の
対
応
関
係
が
確
認
さ
れ
'
当
該
和
訓
を

表
記
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

糾
　
「
相
違
」
「
相
遇
」
等
接
頭
辞
「
ア
ヒ
」
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
も

併
せ
て
計
上
し
た
。
「
会
集
」
「
値
過
」
等
の
複
合
語
も
し
-
は
漢
語

と
見
な
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
除
外
し
た
。

糊
時
間
・
時
期
等
、
具
体
的
な
時
間
を
目
的
語
に
と
る
場
合
に
は
「
遇

時
」
の
項
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
は
こ

れ
ら
を
含
め
「
遇
機
」
と
し
た
。

脚
注
好
選
(
2
例
)
、
探
要
法
花
験
記
(
1
例
)
へ
高
山
寺
本
古
往
来
(
-

例
)
0

間
柱
好
選
(
-
例
)
　
の
み
。

㈱
但
し
、
陽
明
文
庫
蔵
本
御
堂
関
白
記
自
筆
本
で
は
'
「
相
」
が
本
行

に
無
-
、
右
傍
に
補
入
さ
れ
て
い
る
。
当
該
字
が
無
-
と
も
文
意
が

通
る
こ
と
、
今
回
調
査
し
た
資
料
中
唯
一
の
例
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、

今
後
資
料
を
広
げ
て
確
認
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

㈱
探
要
法
花
験
記
(
1
例
)
　
の
み
。

㈹
注
好
選
(
-
例
)
　
の
み
。

帥
表
記
の
掲
出
は
康
配
…
字
典
の
順
位
に
従
う
。
ま
た
資
料
の
排
列
は

仏
教
説
話
・
霊
験
記
・
往
生
伝
・
古
往
来
・
古
記
録
の
各
ジ
ャ
ン
ル

順
と
し
た
。
ま
た
「
合
致
」
「
結
婚
」
両
用
法
は
'
認
め
ら
れ
る
資
料
・

用
例
数
(
注
を
付
し
た
)
　
が
と
も
に
少
な
い
た
め
、
表
か
ら
は
除
外

し
て
あ
る
。

㈹
高
山
寺
本
古
往
来
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
峰
岸
明
「
高
山
寺
本
古

往
来
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
」
　
(
r
高
山
寺
本
古
往
来
表
白

集
」
東
京
大
学
出
版
会
へ
一
九
七
二
年
三
月
)
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。

㈹
校
異
の
確
認
は
'
藤
井
俊
博
¶
大
日
本
国
法
華
経
験
記
校
本
・
索

引
と
研
究
]
(
和
泉
書
院
索
引
叢
書
3
9
、
1
九
九
六
年
二
月
)
に
よ
っ

た
。

鵬
御
堂
関
自
記
の
み
に
認
め
ら
れ
る
「
相
」
の
表
記
、
1
例
以
上
の

用
例
が
存
し
な
い
「
結
婚
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
除
外
し
て

い
る
。



(
1
5
)
使
用
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
-
。
○
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
(
r
諸
本

対
照
三
宝
絵
集
成
」
)
　
○
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
(
¶
金
沢
文
庫
本

仏
教
説
話
集
の
研
究
し
)
〇
三
教
指
帰
注
(
r
中
山
法
華
経
寺
本
三
教

指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
し
)
○
法
華
百
座
間
書
抄
(
『
法
華
百
座
間

書
抄
総
索
引
]
)
○
打
開
集
(
r
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
J
)
○
今

昔
物
語
集
(
日
本
古
典
文
学
大
系
r
今
昔
物
語
集
3
　
1
-
五
、
*
引

用
に
際
し
て
、
テ
キ
ス
ト
に
存
す
る
振
り
仮
名
・
会
話
引
用
等
の
括

弧
は
、
省
略
に
従
っ
た
。
ま
た
、
表
記
研
究
を
行
う
に
あ
た
り
、
活

字
テ
キ
ス
ト
を
使
用
す
る
こ
と
は
最
善
の
方
法
と
は
言
え
な
い
が
、

今
回
は
便
宜
的
に
こ
れ
を
使
用
し
た
。
尚
、
テ
キ
ス
ト
の
翻
字
の
方

針
に
よ
り
、
漢
字
表
記
が
底
本
に
従
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た。)

㈹
今
昔
物
語
集
に
つ
い
て
は
、
巻
毎
の
様
相
を
よ
-
詳
細
に
検
討
す

る
た
め
に
別
に
取
り
立
て
て
表
3
と
し
た
。

㈹
三
教
指
帰
注
に
「
合
」
　
[
合
致
]
　
(
1
例
)
、
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話

集
に
「
会
」
[
合
致
]
　
(
-
例
)
　
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
打
開
集
に

は
「
対
」
字
が
[
逢
会
]
　
(
3
例
)
、
[
遇
機
]
　
(
-
例
)
　
の
表
記
と
し

て
使
用
さ
れ
る
。

㈹
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
「
カ
ナ
フ
」
訓
も
見
え
る
。
(
僧
中
2
1
)

㈹
前
田
本
色
菓
字
類
抄
「
カ
ナ
フ
　
(
第
3
位
合
点
付
)
」
に
掲
出
が
見

え
る
。
(
上
1
-
3
ウ
1
)

糾
2
例
共
に
和
歌
の
表
記
に
使
用
さ
れ
る
o

釦
各
字
に
用
法
上
の
差
異
が
無
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に

は
、
更
に
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
な
る
。
今
回
行
っ
た
意
味
用
法
の

分
類
を
よ
-
詳
し
く
す
る
、
或
い
は
対
象
を
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
用
字
と
用
法
と
の
新
た
な
対
応
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
表
3
に
示
す
よ
う
に
、
各
字
が
大
凡
同
様
の
用
法
を
有
L
t

字
に
よ
る
偏
-
が
無
い
　
(
用
例
数
の
僅
少
な
も
の
を
除
-
)
　
こ
と
か

ら
こ
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

幽
峰
岸
明
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て
I

「
間
」
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
-
」
　
(
r
国
語
学
L
二
二
六
へ
　
1
九
五
九
年

三
月
)
他
。

幽
和
漢
混
清
文
の
説
話
集
に
お
い
て
、
用
語
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
は
峰
岸
明
「
乗
燭
に
及
び
て
」
小
考
(
r
佐
伯
博
士
古
稀
記
念
国
語

撃
論
集
L
所
収
へ
昭
和
四
十
四
年
)
等
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。

糾
　
「
値
」
の
使
用
は
正
格
漢
文
、
ま
た
そ
れ
に
近
い
性
格
を
有
す
る

和
化
漢
文
資
料
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
仏
家
・
俗

家
に
関
わ
る
こ
と
な
-
使
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
関
し
て
、
用
字
法
と
位
相
差
の
問
題
だ
け
で
は
な
-
、
正
格
漢
文

へ
の
指
向
性
と
い
う
観
点
を
取
-
入
れ
つ
つ
考
察
を
進
め
て
い
-
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
こ
れ
ら
の
資
料
の
調
査
を
行
い
、
分
類

基
準
に
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
背
景
を
考
慮
に
入
れ

つ
つ
も
、
今
回
は
正
格
漢
文
の
規
範
が
弱
-
な
る
文
章
に
お
い
て
も
、

仏
家
の
文
章
で
は
当
該
字
の
よ
う
に
「
常
用
」
以
外
の
表
記
が
使
用

さ
れ
る
場
合
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

囲
峰
岸
明
氏
は
前
掲
注
2
3
論
文
に
お
い
て
、
『
今
昔
物
語
集
㌔
沙
石
集
)

『
打
開
集
』
　
r
宝
物
集
』
等
の
仏
教
説
話
集
に
、
時
刻
の
推
移
を
表

す
「
お
よ
ぶ
」
の
用
法
が
見
あ
た
ら
な
い
点
に
触
れ
、
『
平
家
物
語
』

-141-



r
古
今
著
聞
集
」
等
「
軍
記
物
語
・
世
俗
説
話
集
と
の
間
に
は
'
用

語
・
語
法
な
ど
の
上
で
、
な
お
か
な
り
の
径
庭
の
存
す
る
こ
と
が
看

取
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
仏
教

説
話
集
に
分
類
さ
れ
る
和
化
漢
文
・
和
漢
混
清
文
の
中
に
も
へ
更
に

差
異
が
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
恐
ら
く
は
、
文
章
内
容

に
基
づ
-
分
類
と
は
異
な
る
、
音
譜
事
象
の
差
異
に
関
わ
る
問
題
で

あ
る
と
考
え
る
が
'
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

[
付
記
]
本
稿
は
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
第
四
十
七
回
大
会
　
(
平

成
十
三
年
十
一
月
十
・
十
一
日
)
　
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
多
-
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
教
示

を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

(
広
島
女
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
)
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表
1
　
和
化
漢
文
に
お
け
る
　
「
ア
フ
」
　
の
用
字

〔
各
用
字
の
数
値
は
'
上
段
が
全
用
例
放
'
下
段
が
逢
会
(
右
)
・
退
社
(
左
)
の
用
例
教
を
示
す
】

後 御 負 雲 高 袷 続 日 採 大 注 表
官

鷲

2 ′h)
′0 1

値
2 51 33 1

3 1 2
合

3 l 2

′h〉
7 1 1 1 2

会
′0 7 1 11 2

1
棉

1

42 7 2 2 2 2 1 2 1 21
逮

42 7 11 2 2 21 2 1 0ノ3

7 1 3 2 Qノ 5 41 つJ2 つJ 過
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表
2
　
和
漢
泡
清
文
に
お
け
る
　
「
ア
フ
」
　
の
用
字

〔
各
用
字
の
赦
値
は
'
上
段
が
全
用
例
敷
、
下
段
が
逢
会
(
右
)
・
退
城
(
左
)
の
用
例
教
を
示
す
)
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3
　
今
昔
物
語
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お
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